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It is thought that the problem of a local community diversifies and becomes complicated be-
cause of de-population and aging population. Then, the residents' association which is center 
community has not functioned well. However, it remains to be elucidated if we find a substitute 
for it. To consider whether a Buddhist temple can perform the function, here I focus on Bud-
dhist temple parishioner system(danka system) and investigate the possibility of it. Using the 
questionnaire survey for A temple parishioner and the resource research of the temple, the pa-
rishioner's actual condition has been found. These are some important results of these surveys 
: many parishioners have been aging and they do not have an inheritor, many parishioners have 
flowed out into the urban area and some of them own real estate including unmanaged, the re-
lation between the Buddhist temple and the parishioner becomes thin especially with a young 
generation and yet there are some parishioners who have expectation and request in the temple. 
The findings show that the temple should contribute to the parishioner and the local community 
by providing the temple space and by mediating between Urban Buddhist temple parishioner 
and the local community(or the residents there), otherwise the temple will decline as well as 
the parishioner system or the local community. From now on, more and more the role played 
by Buddhist temple parishioner system may become usefulness with various scenes.
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1．背景・目的
全国的に過疎高齢化が急速に進む現代社会にお
いて、地域のコミュニティが抱える課題は多様化
かつ複雑化している。その主体となるべき自治会
が機能せず、集落が消滅する地域さえ見られる。
都市部に比べ、農村部は、その傾向が顕著で、状
況はさらに深刻化している。また、過疎高齢化に
伴う問題は、農村部の農業集落に限ったことでな
く、その中心部においても同様の問題を抱えてい
る。このような状況下において自治会のみで、地
域自治の機能すべてを担っていくことは困難に思
える。協力、連携できる新たな主体を模索し、そ
の可能性を探るべきである。
そこで、かつては地域に密着し、地域管理にお
いて貢献していた仏教寺院に着目した。その理由
として、仏教寺院はその特性のひとつとして、檀
家制度により流出した地元住民との繋がりを持つ
ことのできる数少ない主体であることが挙げられ
る。さらに、仏教寺院は永続性が担保されている
主体であり、何らかの理由で住職が退任した場合
であっても、それ自体が消滅することはなく、宗
派本山からの派遣や他寺院住職による兼務で、そ
の活動は担保される。また、檀家寺の多くは各地
区より選出された檀家が寺役員となり、事業や会
計に関して住職と協議を行い、実行しているため
檀家（＝地域住民であることが多い）からの信頼が
厚く、地域の牽引役としてふさわしいのではない
か。
本研究の目的は、仏教寺院が檀家、地域社会へ
貢献を果たすべき役割を担う機能として「檀家制
度1」に焦点を当て、その可能性を探求し、明らか
にすることである。
筆者はこれまでに自身の研究の中で、農村部で
ある篠山市の農業集落において「檀家制度を利用
した集落営農」の可能性を模索したが、さまざま
な場面で檀家制度の利用が有効であり、システム
としては何らかの可能性があることについての理
解を得られたが、農地集約に関しては自己の農地
に対する専有意識が非常に強かったため、抵抗を
示された。従事者の高齢化、営農の非効率さ、耕
作放棄地の拡大など、集落の厳しい状況を分かり
つつも、自己所有の農地に対するプライドがそれ
を許さなかったのであろう。地域特性や個人の意
識についての読みが浅かった結果、提言が受け入
れられなかった事例である。提言に際しては、調
査対象のニーズや特性を十分に把握しておくこと
が重要な要素であり、その認識を持つことが不可
欠である。
2．研究の概要
2.1 先行研究
先行研究として、中島熙八郎（1979）は農村集落
における空間管理・改善機能に関して、集落空間
構造の把握をした上で、集落内の個人管理、集団
管理についてその役割について言及している。こ
こでは山林、道路、水路、溜池、河川の管理につ
いて扱っており、当時、集落の管理機能は働いて
いたとしている。一方で、集落機構が市制下に置
かれつつある現状は、集落の管理機能の低下に繋
がり、集落の管理対象及び機能そのものの意義を
失わせることとなろうと結論づけている。集落自
治会が少なくとも約35年前頃迄は活発に機能して
いたことを示しており、過疎高齢化が急速に進行
したことが分かる。集落自治、管理を知る上で貴
重な内容である。
また、尾崎 友紀・平山 洋介（2008）は大都市に
おける寺院墓地空間の変容に関して、寺院墓地の
実態と変容について述べている。現代の都市部は
1 檀家制度とは寺院が特定の家の葬祭を永続的に担当して、布施を受ける寺檀関係を基礎とし、宗旨人別帳への記載によって檀家がキリシ
タンでないことを証明させる制度である。江戸幕府の宗教統制として始まり、戸籍制度の性格を持っていた。
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地方出身者から構成される核家族が多く、家と同
様に墓地の利用形態も継続、承継の困難な状況に
なっていると指摘する。都市部の墓地の現状は興
味深く、寺院にまつわる問題は、地方都市のみな
らず、大都市にも存在することが分かった。檀家
と墓地は密接につながるものであり、本研究には
ない視点での調査研究である。ただ、この研究で
は仏教寺院対象のアンケート調査はあるが、檀家
対象のアンケート調査はない。個人の動向が大き
く関わる案件であるため、檀家の声を直接聞くこ
とが重要であると思われる。
佐々木謙・原隆映・大須賀常良（1993）は高密度
市街地における仏教寺院に関して、都心にある寺
院の問題として、寺院周辺の高層化、密集化によ
る寺院の埋没（見た目）を挙げている。また、いま
だに檀家中心のアピールしかしていないことを指
摘している。立地条件の有利性を活かし、外部よ
りの流入者をターゲットにすることを強く主張
し、開かれた仏教寺院の可能性として門戸を開
き、カルチャーセンター的に茶道、華道などの教
室として無料で貸し出すことを提案している。仏
教寺院が抱える問題について、農村部と都市部の
間では、外観的な違いがあるものの、本質的には
同様の問題を内包していること分かる。
最後に、興味深い仏教寺院活動の展開として、
松本茂章（2007）は地域ガバナンスの視点からみた
文化施設の人的ネットワークに関して、文化施設
と地域ガバナンスの関係を取り上げている。対象
となっているのは、一般的な仏事中心の仏教寺院
とは異なる様式の取り組みを行い、注目され、劇
場寺院とも呼ばれる應典院（大阪市天王寺区）であ
る。一般的には「法要」が営まれる本堂は設計段階
から劇場として使えるようにつくられており、舞
台芸術祭や高校生の演劇祭が繰り広げられ、運
営はNPO法人である「應典院寺町倶楽部」が行い、
宗派に関係なく、誰にでも開かれた施設である。
本研究は、この運営システムの現状や民間の文化
政策のあり方を明らかにすることを目的とし、應
典院の取り組みの姿（寺院を介したネットワーク）
が地域ガバナンスに貢献するとしている。應典院
は、現住職により今の姿に生まれ変わり、昔なが
らの仏教寺院の姿とは様相が異なるが、仏教寺院
の本来の役割を果たす実践をしていると言えるの
ではないか。新たな試み、実践活動の展開とし
て、今後も注目していきたい事例である。農村部
においても近年、さまざまな取り組みが行われて
いるが、本堂の形態を従来の形態と根本的に返こ
することや、運営主体をNPO法人化することな
どを行っている仏教寺院は見られない。このよう
な先進的な取り組みに注目し、今後の研究参考と
していきたい。
2.2 研究手法
今回、調査を行う前提として、篠山市の地域を
3つに分類した。「①平均的な農業集落」、「②限界
集落もしくはそれに近い状況にある農業集落」、
「③非農村地域の中心市街地」といった具合であ
る。篠山市は、県中東部に位置し、東西30km、
南北20kmのやや長方形で、山間地、農耕地など
自然環境の豊かな地域が多くある一方、かつては
城下町として栄えてきた地であるため、商店街な
どが立ち並ぶ市街地が存在する。同一市内に特色
が異なる地域が混在していることが篠山市の特徴
のひとつであり、事例研究の対象として着目した
大きな理由となった。地域別に事例研究を行い、
そこに存する各寺院が果たせる役割、特色等を探
る。今後、それらの比較検討も行い、研究の精度
を高めていきたい。
本研究は、その一環として「③非農村地域の中
心市街地」に存するA寺を調査対象とし、ここで
も仏教寺院機能の根本である檀家制度に焦点を当
て、調査研究を行った。当該寺院所蔵の資料によ
り檀家の属性等の概要調査を行い、檀家対象アン
ケート調査により、さらに詳しい属性や寺院との
43
K.Danno,   Study on the Role that should be Achieved by a Buddhist Temple Parishioner System in 
Contribution to the Parishioner and a Local Community
関係性等について意識調査を行った。以上より、
檀家特性を把握し、A寺の持つ檀家制度機能が檀
家や周辺地域にとって、どのような役割を果たす
かの可能性を探り、提言を試みた。
3．A寺の実態
A寺は数代前より同一家系で継承されている、
いわゆる世襲寺であり、現在の住職で四代目であ
る。住職は、名誉住職（住職の父）の二男が務めて
おり、兼職はせず、専ら法務に従事している。通
常の法務は住職、名誉住職の2名が分担している
が、お盆、年末年始などの繁忙期には、市外在住
の長男が法務を手伝っている。会計、雑務等の寺
務全般は住職妻及び近隣に居住する住職の姉が分
担している。境内地、墓地等の面積が大きいた
め、必要に応じて外部の業者等に草引き、掃除を
依頼して維持管理を行っている。庫裏（住居部分）
には住職家族、名誉住職夫婦が居住している。
敷地建物等の規模は、土地は境内地が約519坪、
墓地が約304坪、宅地が約45坪であり、全体で約
868坪である。建物は本堂が約88坪、書院兼庫裏
が約118坪、その他諸堂（5棟）が約20坪である。境
内、墓地、本堂の大きさは同市の市街地にある他
の仏教寺院と比較しても一際大きく、目を惹くも
のがある。
A寺の仏事その他の行事は、次表1の通りであ
る。同市内の一般檀家寺院と大きな違いは見られ
ないが、檀家規模、墓地規模が大きいため、彼
岸、盆などの時期は、多くの参拝者が境内墓地の
お墓参り目的で来山する。
また、7月の大明神夏季例祭は、仏教寺院檀家
のみならず、地域の多くの方が参加する「夏祭り」
である。境内を開放して、所在地域の青年会やそ
の奥様方もお祭りの主体となり、出店や余興など
を催す。仏教寺院と地域が一体となって催される
恒例のイベントであり、「A寺の夏祭り」として地
域で親しまれている。宗教色はなく、開放された
仏教寺院空間に地域の人々が気軽に訪れることが
出来る機会となっている。
年間の行事では、除夜の鐘が同様の機会のひと
つである。甘酒等の接待があり、地域の人々・観
光客が足を踏み入れる。参拝者は希望があれば、
鐘楼堂に上がり、鐘を撞くことが出来る。参拝者
の多くは、予期せぬ有難い機会に喜びと満足感を
見せる。このように、仏教寺院側からすると、何
気ないことも、一般の人々にとっては、印象に残
る貴重な出来事になりうる。仏教寺院に親しみを
持ってもらい、敷居を低くするためにも、このよ
うな機会の提供を日常的に続けることが大切とな
ろう。ただ、主要な行事の中で、檀家以外の一般
の人が参加できるのは、7月の「夏季例祭」と12月
の「除夜の鐘」であり、それ自体は評価できるが、
そのような機会が年に2回のみだけであり、十分
であるとは言えないように思う。仏教寺院と地域
コミュニティとの交流としては頻度が低く、仏教
寺院の敷居の高さを低くするためにも、も少し機
会を増やすことも考えていかなくてなはならない
のではないか。
表1．年間行事
詳　細
１ 元旦法要
年頭回礼（旧町内）
開山忌
3 春彼岸法要
4 役員総会
5 初花折法要（篠山市外）
　　同上　　（篠山市内）
7 当山鎮守大明神夏季例祭
8 盆棚経
盆施餓鬼法要
9 秋彼岸法要
10 慰霊法要（市仏教会・遺族会館）
11 十夜法要
戦没者慰霊法要（檀家遺族）
12 除夜の鐘
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次表2は、檀家名簿の概要を示したものである。
檀家総数は426戸である。内訳は、旧々篠山町2の
檀家が86戸、それ以外の篠山市内檀家が45戸、篠
山市以外の檀家が295戸である。但し、以上426
戸の檀家には、新宅3、施主の兄弟、その他親族
等が130戸含まれている。これらの者が法事の施
主を務めることはなく、仏事の主体としての役割
を果たしていないことより、名簿上のみ檀家とし
て扱った。しかしながら、これら準檀家に対して
も、寺院の整備資金が必要な時にはある程度の枠
内での寄付の依頼を行い、護持運営に協力しても
らっているという。上記130戸の檀家を除いた296
戸が檀家の実勢数であり、ここからは、この296
戸の檀家についてみていくこととする。後述する
アンケート調査の対象も実勢檀家のみを対象にし
た。
その実勢檀家の居住地域別の戸数を示したのが
次表3である。旧々篠山町内の檀家が81戸、それ
以外の篠山市内檀家が30戸、篠山市外の檀家が
185戸となっている。篠山市外の檀家の実勢数が、
名簿上の檀家より減少している率が他に比べて大
きいことが分かる。これは特に都市部の特徴とし
て、祭祀承継者（檀家施主として仏教寺院と付き
合い、先祖の墓や仏壇の世話をする）が正式に決
まらず、兄弟の内の誰か、もしくは亡くなった者
の配偶者が暫定的に施主を務める場合が多いこと
が原因であろう。仏教寺院側も正式な承継者が決
まっていない間は、関係が途絶えることを避ける
ため、可能性のある者（主に息子世代の有力候補
者）を名簿に載せている場合が多い。これは、都
市部檀家の次代施主を担うべき者たちの仏教寺院
に対する関係性の希薄さや地理的な問題が大きく
影響しているからであろう。
ここからは実勢檀家について、もう少し詳しく
見ていく。実勢檀家の居住地域は、表2の通りで
あるが、篠山市内居住者が111戸、それ以外が185
戸である。篠山市内を地元、それ以外を地元外
とすると、地元の檀家が37.5％、地元外の檀家が
62.5％であることが分かる。これは、篠山市内の
一般的農業集落に存在するB寺院（地元檀家約110
戸・約78.5％、地元外檀家約30戸・21.5％）と比較
しても、大きく異なる状況であり、城下町に存在
する市街地型の仏教寺院の特徴のひとつであろ
う。商店街全体の衰退により経営していた店舗の
閉鎖を余儀なくされ、都市部へ仕事を求め流出し
たケースや土着民でなく田畑等農地を有していな
かったことにより、農業集落ではよく見られる、
定年後のUターンも見られず、このような状況に
なったのであろうと考えられる。
現在、篠山市外にすまいを構える檀家の居住地
域を見てみると、全国の広い範囲に檀家が居住し
ていることが分かる。とは言え、篠山市以外の兵
庫県が一番多く、82戸の檀家が県内に居住する。
それ以外では、大阪府が一番多く、53戸の檀家が
居住している。神戸市が17戸であるのに比べ、圧
倒的に多い。仕事の都合で働く機会の多い大阪に
流出して、そのまま住み着いた者が多いのではな
いか。また、首都近郊にも26戸の檀家が居住して
おり、これも仕事の都合上の流れであろう。お参
りなど、寺院との付き合いを現実的に考えると、
この状況は寺檀関係の希薄化を危惧せざるを得な
い状況で、それを保つためには何らかの手立てが
必用であろう。
次に施主の男女比を見ると表3の通りとなった。
篠山市内、市外共に女性の施主が約30％となって
いるのが分かる。夫婦のみの世帯で、夫が先立
ち、その妻が施主になったという場合や跡を継ぐ
子世代が女性しかいない場合もあるが、多くは子
世代が積極的に施主になりたがらない結果、その
母（前施主の妻）が施主を担っているようである。
2 現在の篠山市立篠山小学校区のこと。A寺の所在区域であり、篠山城趾を中心に半径約2㎞の城下町。商店街や武家屋敷などが立ち並ぶ地
域。
3 実家（本家）より分家した者又は世帯のこと。ここでは檀家施主の家から結婚などにより出た者、もしくはその世帯を指す。
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表2．檀家名簿及び実勢檀家数概要
旧々篠山
町内
上記外の
篠山市内
篠山市外
（地元外）
総　数
名簿総数 86 45 295 426
名簿のみ 5 15 110 130
実勢檀家 81 30 185 296
篠山市内全域
（地元）
篠山市外
檀家居住
地域
名簿総数 131 篠山市以外の兵庫県
82戸（内神戸市が17
戸）、大阪を中心と
し た 近 畿 圏 内71戸
（内大阪が53戸）、首
都近郊26戸、その他
東海・中四国・九州
地方6戸
名簿のみ 20
実勢檀家 111
表3．実勢檀家実態（施主男女比率）
居住地域 戸　数 実勢檀家男女比
篠山市内 111戸
・男性81人（73％）
・女性30人（27％）
篠山市外 185戸
・男性137人（74％）
・女性48人（26％）
4．檀家対象アンケート
檀家制度を檀家、地域社会へ貢献を果たす機能
として利用できるのではないかという仮説を基
に、現在の檀家が仏教寺院とどのような関わりを
持ち、何を仏教寺院に求めているかを知り、それ
に対し寺院が出来ることは何かを探るために本ア
ンケートを実施した。檀家の現状調査、将来の意
向調査を行い、A寺檀家の概況把握に努めた。次
表4の要領にてアンケート調査を実施した。
アンケート票作成に当たっては、A寺住職と幾
度となく協議を重ね、実施の運びとなった。アン
ケート票送付の際には住職の添え書き状を付し
た。なお、調査票は郵便による配布・回収をし
た。
アンケートの分析については、質問1から質問
5までの大設問ごとに、文書によるコメント、設
問ごとの回答結果をまとめた図を示した。なお、
設問番号と図番号は一致している。回答結果は返
送された116戸のものであり、全檀家の見解と必
ずしも一致しない点があろう。しかしながら、約
40％の回答を得ていることから、有効なアンケー
ト調査であると判断した。
また、表5は実勢檀家及びアンケート回答者の
居住地域別の男女比である。実勢檀家と回答者の
属性（男女比）に大きな違いがないかを知るために
集計したものである。市内の男女比は実勢檀家と
回答者の間で隔たりを見ることができるが、市内
の全回答者は49人にすぎず、アンケート調査の結
果に大きな影響はないと見なした。
表4．アンケート実施概要
アンケート調査期間 平成25年11月1日～ 15日
アンケート送付総数 296部
返　送　数 116部
宛名等不明等返送数 3部
回　収　率 39.59%（約40%）
表5．実勢檀家全体及び回答者の居住地別男女比
実勢檀家男女比
（合計296人）
回答者男女比
（合計116人）
篠山
市内
・男性81人（約73％）
・女性30人（約27％）
・男性23人（約47％）
・女性26人（約53％）
篠山
市外
・男性137人（約74％）
・女性48人（約26％）
・男性51人（約76％）
・女性16人（約24％）
アンケート調査の結果概要とそれを示した図表
は以下の通りである。
質問1「あなた自身・家族等について」は、回答
者の基本属性を知るための設問である。
基本属性のはじめとして、まず、回答者（施主）
の性別【設問1－1】を見ていく。全体比率で言う
と、男性66％、女性34％であった。これは、全檀
家の男女比とほぼ一致する。女性が34％と比較的
多くいる理由としては先述したように、前施主の
夫が死亡後、子世代が積極的に施主にならず、そ
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の妻が施主になっているためであろう。かつて
は、父親が亡くなった後の施主は、ほぼ息子など
次世代の者が継ぐことが多かったが、最近はこの
ようなケースが多く見られる。
次に檀家施主の年齢【設問1－2】について、檀家
施主の年齢は、平均寿命の延びと共に高齢化して
きている。80代以上の施主が多く見られるが、こ
れは、設問1-1と同じく前施主の妻が施主となっ
ているためと思われる。
職業【設問1－3】については、無職の方が66%と
多数を占めており、定年退職を過ぎた檀家が多
く、ここでも檀家の高齢化が見てとれる。
回答者の居住地【設問1－4】は、篠山市内在住
の檀家が約40%。それ以外が約60％であり、その
内訳は篠山市以外の兵庫県内在住者26%、大阪
を中心とした近畿圏内在住者が21%、首都近郊
7％、その他5%と続く。特徴としては、地元檀家
が40％に過ぎないことである。篠山市の他の仏教
寺院檀家の地元率と比較しても際だって低い数字
であると言える。前述した内容の繰り返しになる
が、同市の別の仏教寺院では、地元檀家数約110
戸、地元外檀家約30戸であり、檀家の地元率は約
78.5%であることを考えると流出檀家の多さがよ
く分かる。出生地【設問1－5】は篠山市内、市外共
に48％であり、出生時は少なくとも半数近くが篠
山市内生家または実家があったことを示してお
り、流出檀家の多さをうかがい知ることができ
る。
出身高校（中学）【設問1－6】については、篠山
市内に在住し、篠山市内の学校に通学した者が
46%、同市より市外校に通学した者が4%との回
答になった。【設問1－5】と同じく流出した者が多
いことを示している。
回答者の現在の世帯構成【設問1－7】について
は、夫婦のみ世帯が40%、単身世帯が25%で、全
体の65％を占めており、現在、子と同居していな
い場合や子がいない等の世帯が多くいることが分
かる。また、核家族世帯は22％、2世代同居世帯
6％、3世代同居世帯が3％となっている。国立社
会保障・人口問題研究所の「日本の世帯数将来推
計（都道府県）」調査による家族類型別世帯数割合
推移の2015年の部分を参考資料として見ると、単
独世帯が33.4％、夫婦のみ世帯が20.4％、夫婦と
子から成る世帯（核家族世帯）が26.6％、ひとり親
と子から成るが世帯10.0％、その他の一般世帯が
9.6％となっている。檀家対象アンケート回答者
は高齢者が多く、一概に比較することはできない
が、夫婦のみ世帯の割合のみは檀家対象アンケー
トの方が多く、その他はほぼ同じ割合であること
が分かる。これは、市内、市外共に元は核家族が
多く、現在はその者たちが結婚等の理由で家を出
て、別世帯で居住しているために別世帯で暮らし
ていると考えられる。回答者の年齢が高いため、
こういった差が出たのであろう。そのように考え
ると、平均的な家族構成の割合であると言える。
別世帯を形成している子世代について【設問1－
8】は、現施主の子世代が将来同居、又は家の跡継
ぎをすると回答している檀家が48%おり、半数近
くが跡継ぎを考えていることは、将来に向け、安
心な要素である。一方で家の跡継ぎをしないとす
る子世代が40%以上もいることは、将来に向けて
不安要素である。
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《質問1に対する回答結果を示した図》
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次に、質問2の「菩提寺とのつながり」は、仏教
寺院と檀家間の過去、現在、未来のつながりを
知るためのものである。檀家になった時期【設
問2-1】で一番多かったのが「曾祖父の代以前」で
34%。「父母の代」が15％、「曾祖父の代」が13%と
続き、「自分の代」に檀家になった者は10%となっ
ている。これを見ると、古くからの檀家が多くい
ることが分かる。永年、A寺を菩提寺として、祭
祀の承継を行ってきた檀家が多くいることが分か
る。一方で、10%の檀家は、新しく自分の代より
入檀している。このアンケートでは読み取れない
が、興味深い動きである。お寺又はお墓にお参り
する時期【設問2-2】の回答を見ると、特に変わっ
たところは見られない。一般的な仏教寺院の檀信
徒がお参りする時節にお参りしていることが分か
る。また、お寺の行事に参加する者は2%に過ぎ
ず、もっぱら自分の家の先祖供養のためにお寺に
お参りしているようである。つまりは、お寺にお
参りに行くというよりは、お寺にあるお墓にお参
りに行くというのが実態に近いのではないか。
お寺に管理を委託しているもの【設問2-3】で一
番多かったのは先祖の墓地で47%、次いで、本堂
に預けている先祖の位牌であることが分かる。約
5年前に完成した本堂の永代納骨棚に納骨をして
いる檀家は6%である。
今後の寺檀関係【設問2-4】については、半数以
上の53%が「現状維持」と回答しているが、｢未定｣
が約40％、「永代供養」が3％となっている。「未定」
の中には、「跡継ぎがいても未定」が24％も占めて
おり、不安要素になろう。
さらに、「菩提寺とのつながり」に関しては、さ
らに詳細な実態を知るために、クロス集計を行
い、その結果を表6〜表9にまとめた。
まず、表6「お参りの時期（機会）と居住別の割
合」を見ると、ほとんどのお参りにおいて、市内、
県内、県外の順に参拝率が低くなっていることが
分かる。居住地と墓地（寺院）との距離は、参拝頻
度に大きく影響するのであろう。また、お釈迦さ
まの生誕を祝う行事である降誕会への参拝率は軒
並み低く、仏教行事はどの檀家も無関心であるこ
とが分かった。
次に表7「年代別及び居住地別の年間参拝頻度」
を見ると、どの年代も参拝に熱心であると言え
る。40-50代はサンプル数が少ないので、今後ど
のようになるか、また今後の40-50代がどうなる
のかは分からないが、現在のところは、年間一回
以上のお参りをしていることが分かった。また、
60-70代と80代以上とを比較すると、お参りの頻
度は同じ程度であるが、80代以上の者の中には年
回の参拝回数が0回という者が3名いる。高齢のた
め、お参りすることに支障をきたしているのが原
因のひとつであろうと考える。参拝にも高齢化の
波が押し寄せて来ていることが分かった。また、
居住地別の方は、表6に示された結果と同様で、
地元の者ほど、参る頻度が高く、遠方の者は頻度
が低い傾向にある。
次の表8は「年代及び居住地別に仏教寺院に管理
を依頼している事項」の割合をまとめたものであ
る。墓地については、どの年代も割合が高い。そ
れに対して、一般供養として本堂に位牌を預け、
祀ってもらっている者は60-70代以上だけである。
一方、40-50代の者は永代供養、永代納骨の割合
が目立つ。年齢としてはまだ若い頃、仏教寺院に
ご先祖様を任せるといった感覚は、上の年代の者
とは隔たりがあろう。しかし、40-50代の回答項
目を見ると、「墓地」以外は永代供養に関するもの
に限られている。この傾向は進行すると考えられ
る。
また、居住地別で見ると、この項目に関しては
地域間での差が見られなかった。地域よりも年代
（年齢）の方が、関わりがありそうである。
クロス集計の最後、表9「年代及び居住地別の今
後の繋がり」では、まず年代別については、年代
差の大きな差は見られなかったが、80代以上の者
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の中に、｢跡継ぎがなく永代供養｣と回答した者が
5名いることに目を惹かれた。表8で示された「40-
50代の者の永代供養」と比較はできないかもしれ
ないが、このことは先祖供養をはじめとした、年
代間での宗教観の隔たりと言うことができるので
はないか。居住地別に見ると、今後の繋がりにつ
いて「現状維持」と回答した者の割合が、篠山市内
（73％）、市外の兵庫県（50％）、兵庫県以外（29％）
と順次低くなっており、地元は安定した檀家、都
市部は流動的な檀家であることが分かる。また、
永代供養と回答した者、今は未定と回答したの
は、兵庫県以外の者が多く、ここからも都市部の
檀家が流動的であり、離檀する可能性が高いこと
が分かる。
《質問2に対する回答結果を示した図》
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表6．お参りする時期と居住地別割合
命日にお墓参りをする
篠山市内 44%
篠山市以外の兵庫県内 37%
兵庫県以外 11%
年回法要の際にお墓参りをする
篠山市内 60%
篠山市以外の兵庫県内 33%
兵庫県以外 38%
春・秋彼岸参り
篠山市内 82%
篠山市以外の兵庫県内 67%
兵庫県以外 51%
降誕会の際にお墓参りをする
篠山市内 9%
篠山市以外の兵庫県内 7%
兵庫県以外 0%
お盆にお墓参りをする
篠山市内 62%
篠山市以外の兵庫県内 70%
兵庫県以外 59%
表7．年代別及び居住地別年間参拝頻度  （　）内は回答数
年代
年間参拝回数
40～ 50代 60～ 70代 80代～
０回 0％（0） 0％（0） 7％（3）
１回 20％（2） 37％（23） 31％（13）
２回 40％（4） 27.5％（17） 19％（8）
３回 30％（3） 27.5％（17） 26％（11）
４回 10％（1） 8％（5） 17％（7）
５回以上 0％（0） 0％（0） 0％（0）
居住地
年間参拝回数
篠山市内
篠山市以外
の兵庫県
兵庫県
以外
０回 0％（0） 0％（0） 0％（0）
１回 24.5％（11） 44％（16） 53％（18）
２回 13％（6） 22％（8） 35％（12）
３回 38％（17） 28％（10） 9％（3）
４回 24.5％（11） 6％（2） 3％（1）
５回以上 0％（0） 0％（0） 0％（0）
表8．年代及び居住地別の管理依頼事項  （　）内は回答数
年代
寺院に管理依頼
40～ 50代 60～ 70代 80代～
墓地 66.5％（8） 46％（44） 48％（32）
位牌（永代供養） 25％（3） 14％（13） 16％（11）
位牌（一般供養） 0％（0） 31％（30） 24％（16）
納骨
（永代納骨供養）
8.5％（1） 4％（4） 9％（6）
その他 0％（0） 5％（5） 3％（2）
居住地
寺院に管理依頼
篠山市内
篠山市以外
の兵庫県
兵庫県
以外
墓地 50％（32）42.5％（20）51.5％（32）
位牌（永代供養） 18％（12） 15％（7） 14.5％（9）
位牌（一般供養） 28％（28） 23％（11） 26％（16）
納骨
（永代納骨供養）
3％（2） 8.5％（4） 8％（5）
その他 1％（1） 11％（5） 0％（0）
表9．年代及び居住地別の今後の繋がり  （　）内は回答数
年代
今後のつながり
40～ 50代 60～ 70代 80代～
家系の続く限り
現状維持
45％（4） 48.5％（32）57％（24）
跡継ぎなく
永代供養
0％（0） 4.5％（3） 12％（5）
跡継ぎがないが、
今は未定
33％（3） 17％（11） 7％（3）
跡継ぎがいるが、
今は未定
22％（2） 27％（18） 21.5％（9）
その他 0％（0） 3％（2） 2.5％（1）
居住地
今後のつながり
篠山市内
篠山市以外
の兵庫県
兵庫県
以外
家系の続く限り
現状維持
73％（33） 50％（15） 29％（12）
跡継ぎなく
永代供養
7％（3） 3％（1） 9.5％（4）
跡継ぎがないが、
今は未定
9％（4） 17％（5） 16.5％（7）
跡継ぎがいるが、
今は未定
11％（5） 30％（9） 38％（16）
その他 0％（0） 0％（0） 7％（3）
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次に、質問3「篠山とのつながりⅠ」（市外居住者
の方のみ回答）は、市外に暮らす檀家が、現在、
篠山市とどのようにつながりを持っているかを知
るためのものである。
市外居住者の来篠頻度【設問3-1】を見ると、年
に2〜 3回と回答した者が一番多く40%、次いで
年に1回が25％。次いで2〜 3年に1回が12%、月に
1〜 2回が6％、月に3〜 4回が3% となっている。
回答者の約4分の3は、少なくとも年1回以上、何
らかの目的で篠山を訪れていることが分かる。目
的の多くは、お墓参り等の参拝であると考えられ
る。いずれにしても、檀家であるから来篠する者
が多いことは確かなことであり、仏教寺院とその
境内墓地が都市と篠山をつないでいると言うこと
が出来るのではないか。
お参りを除いた、篠山を訪れる目的【設問3-2】
で回答として一番多かったのは無回答であった。
おそらく、それらの者の多くは。お参り以外の目
的では篠山に来ていないということを示している
のであろう。続いて、歓光・買い物が目的という
者が22%。親類・知人に会う者が17%、実家に帰
省する者が6%となっている。ここで注目すべき
点は、篠山市に親類・知人・親兄弟がいる者が
23%いるということであり、市外檀家の4分の1近
くが篠山との強いつながりを今もなお、持ってい
ることである。
転出した時期【設問3-3】として、一番多かった
回答は自分の代33%、次いで父母の代28%、祖父
母の代22%となっている。曾祖父以前の代が約
10%である。この中で「自分の代」に転出した檀家
が将来、篠山に帰ってくるかどうかは、現在の寺
檀関係の強弱を計る上で大きなポイントになる。
転出したきっかけ【設問3-4】では、就職23%、仕
事の都合23％と仕事に関することでの転出が46%
である。篠山市での働く場の少なさを示している
と言える。家の都合23%というのも親世代の仕事
の都合が多数を占めていると考えられ、市外に働
く場を求める必用があった結果と言えよう。
篠山市における所有不動産【設問3-5】について
は、所有していないと回答した者が約78％、無回
答者が約6％、残り約16％（檀家11戸）は何らかの
形で不動産を所有しているか、つながりのある不
動産がある。お寺だけでなく、不動産を介して
篠山とつながっている檀家が約16％いるという
事実には注目したい。平成25年の「住宅・土地統
計調査」（速報集計）によると、全国における空き
家数は820万戸となり5年前に比べ63万戸（8.3％）
増加した。空き家率（総住宅数に占める割合）は、
13.5％と0.4ポイント上昇し、過去最高となってい
る。全国対象の調査とは一概に比較はできない
が、空き家問題またはその可能性を抱える不動産
は篠山にも存在し、増加傾向を辿るものと考えら
れる。本研究の対象者は「すべて不在地主」である
ことから、より複雑であるかもしれない。不動産
の所在地の外に居住する者が所有する不動産は、
将来的に空き地、空き家になる可能性が高く、喫
緊の課題である。
不動産の管理状況【設問3-6】については、該当
者11名の内、1名は無回答であったため、10名が
複数回答にて回答した。「その他」と答えた者は7
名と一番多く、その中身は「そのままにしている」
が2名、「実母が住んでいる」が1名、「自己管理し
ている」が1名、「中身の記載なし」が3名であった。
このうち、「そのままにしている」と回答した2名
は、選択肢の「管理していない」と同じ回答である
と捉える方が適当と思われるので、ここでは「管
理していない」を6名と見なす。「他人に貸してい
る」、「自己管理している」を合わせると5名おり、
これらの不動産は所有者により「管理されている」
ということが出来る。一方、6名の者が「管理して
いない」という結果になった。篠山とのつながり
がさらに薄くなると考えられる次代においては状
況がさらに悪化するものと思われる。
所有不動産の現況【設問3-7】に対して回答した
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者は【設問3-6】と同一の11名であった。「現在のと
ころは利用、使用されている」と回答した者は「そ
の他」の中の同様意見も加えた7名であった。「放
置して荒れ地状態」と回答した者は3名、「建物が
壊れかけている」が1名であった。遠方に所在する
不動産の自己管理の難しさが感じられる。自己所
有の不動産を他人に貸している者もいるが、それ
がなくなってしまうと、次の借り主もしくは買い
主が見つからない限り、その不動産は管理ができ
ないものになってしまう可能性が非常に高く、管
理について潜在的な不安を抱えた不動産が多いと
言うことができる。
《質問3に対する回答結果を示した図》
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次に、質問4「篠山とのつながりⅡ」（市内居住者
の方のみ回答）は、市内檀家の在住経緯やその理
由、今後の住まいなどについての認識を知るため
のものである。
現在篠山市に居住する檀家の経緯【設問4-1】を
見ると、生まれてからずっと篠山に住んでいる者
が52％、Uターンして住んでいる者が25％いるこ
とが分かる。約8割が、篠山で生まれ育った者で
あり、外部からの流入者は11％であることが分か
る。
現住の篠山のすまい【設問4-2】については、跡
継ぎ予定者がいると回答した者が54％、それに対
して跡継ぎ予定者がいないと回答した者が16％、
未定・分からないと回答した者が23％いた。約半
数の檀家は今後も篠山に住み続けことが分かる
が、それ以外の檀家は次の代がいないか流出す
る、またはその可能性があるということを示して
いる。檀家の都市部への流出が進むと予測される
と共に、空き家が増えると推測できる。
篠山に居住している理由【設問4-3】については、
実家もしくは先祖代々の家を存続させるためが
40％、慣れ親しんだ土地だからという者が32％、
菩提寺にある先祖のお墓をまもるためが17％と
なった。仏教寺院にとっては、心強い意見が多数
を占めた。
現在、篠山市に居住する檀家が転出するとした
らその理由は何かという【設問4-4】に対し、無回
答が53％と半数以上を占めた。その他の回答とし
ては、子世帯と暮らすためが23％、市外の老人ケ
ア施設等で暮らしたいが18％、都市部で暮らした
い者が6％となった。仮定の質問であるとはいえ、
47％の者が市外の都市部等での生活に何らかの興
味を持っているようである。無回答の53％の者
は、外部に出ること自体を考えたことがなく、篠
山に居住し続けることが自然であると考えている
のであろう。
《質問4に対する回答結果を示した図》
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アンケート項目最後の質問5「寺院のあり方」で
は、檀家が寺院をどういった存在として捉えてい
るか、それを知るためのものである。
仏教寺院に相談したいことは何かという【設問
5-1】に対して、法事の相談が48％、永代供養等将
来の仏事に関する相談が45％と大多数が仏事の相
談についてである。永代供養等の相談をしたいと
望む檀家が多いということは、将来の承継者がい
ないか不安があることを示していると言える。一
方で、生活に関しての相談は4％に過ぎず、お寺
が檀家の日常生活と関わりが薄い。
アンケート調査の末尾に、菩提寺の維持管理や
そのあり方について自由記述欄を設けた。【設問
5-2】。記述者は60代〜 80代に限られ、若年層の寺
院に対する意識の薄さを垣間見た。以下の表10に
その記述内容をまとめた。
自由記述の内容で目立ったのは、寄附金等の
「仏教寺院へ対する金銭の支払い」に関する内容で
あった。檀家の高齢化が進む中、年金暮らしで生
活に余裕がない者にとっては切実な問題であり、
持続可能な寺檀関係を築くためにも、何らかの方
策を考える必用があると感じた。また、本堂の開
放を訴える者もおり、参拝空間として、行事を行
う場として、そして相談・憩いの場としての利用
を望んでいる。さらに、永代供養や、そのあり方
について言及する者もいた。永代供養を考えてい
る者は、次の代の者が実際にいない、娘しかいな
く嫁いでいる、次代の者がいてもその者が祭祀承
継の意志がないなど、さまざまなケースがあり、
悩みもそれぞれである。永代供養を申し出る檀家
は今後檀家でなくなってしまうので粗末に扱う仏
教寺院があるように聞くことがあるが、このよう
な檀家の相談に真摯に耳を傾け、事情等をじっく
りと聞き、今後の方針を示すなどの応対をするこ
とが重要であり、それがこれまで脈々と続いてき
た寺檀関係の本来の姿であろう。
以上、自由記述について見てきたが、いずれも
檀家であるからこその悩み、要望、提案である。
寺檀関係を向上させるためにも、これらの意見を
しっかりと受け止め、対処していくべきである。
《質問5に対する回答結果を示した図》
???????????????
??????
?????
???
??????
??????
?????
???
???
?? ?????
????
??????
??????
??
????
??????
????
???
?????
??
表10．自由記述まとめ
記述内容 回答者属性
寺院を支えていく意志あり。
自助努力もすべき。
市内70代・80代男性、
市外80代男性
寄付等の出費が年金暮らしの
家計を圧迫し、苦痛。
市内60代男性、
市内80代女性
老後のこと等、いろいろ相談
できる機会を設けてほしい
市内70代・80代男性、
市外70代女性
行事や写経会を催すなど、魅
力的なお寺にして欲しい。
市内80代女性、
市外70代男性
日頃、本堂が閉まっている。
自由に開放して欲しい。
市内70代・80代女性、
市外70代男性
将来永代供養をしたいが、そ
の内容が知りたい。
市外80代男性・女性、
市内70代女性
永代供養を依頼するのは忍び
ない。他の形式はないか。
市外60代男性
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5．A寺の有すべき檀家制度機能とその役割
今回の調査で、まず明らかになったことは檀家
の多くが、篠山市より流出し、京阪神を中心とし
た都市部に居住していることである。しかも、帰
郷の意志を持つ者はほとんどなく、アンケート調
査からも分かるように、参拝目的であっても、仏
教寺院を訪れる機会は多くなく、仏教寺院と檀家
の関係が希薄になっている。ただ、境内に墓地が
あるため、かろうじて寺院とつながっていると
言っても過言ではない。
また、仏教寺院に相談したい内容で、永代供養
等将来の仏事に関する相談をしたい檀家が45％も
いることは、何らかの理由で祭祀承継者に対して
不安を持つ檀家が多くいることを示しており、檀
家減少に繋がる不安要素の存在が明らかになっ
た。
一方、都市部に流出した檀家であっても、篠山
と何らかのつながりを持つ者が、少なからずいる
ことが分かった。親兄弟、親類を篠山にもつ者が
約23％、買い物や観光に訪れる者が約22％おり、
この数字は寺檀関係を保つ上で心強いものであ
る。
さらに、地元外檀家の回答者の約16％は何らか
の形で篠山市内に不動産を所有していることが分
かった。お寺だけでなく、不動産所有という形で
篠山とつながっている檀家が約16％いるというこ
とも明らかになった。その管理に関しては、不動
産所有者11名のうちの少なくとも6名が管理でき
ていない状況にある。遠方に所在する不動産の自
己管理の難しさが感じられる。その不動産の状況
については、「現在のところは利用、使用されて
いる」と回答した者が7名いた。しかし、その中に
は貸家や駐車場として他人に不動産を貸している
者もおり、今後、その関係が途絶えた時に、自己
管理が可能であるかを考えると、その持続可能性
は低いと言わざるを得ないのではないか。所有者
の世代交代が起こるとさらに困難になると思われ
る。さらに、現時点でも既に「荒れ地状態」、「壊
れかけている建物」が複数存在することが分かっ
た。篠山とのつながりがさらに薄くなると考えら
れる次代においては状況がさらに悪化するものと
思われる。
A寺は、非農村地域の市街地に所在する仏教寺
院であるが、アンケート調査の結果等より分かる
ように地域の特性が感じられるような機能を果た
しているとは言えない。いわゆる、一般の多くの
寺院と同じように法事、葬儀を中心とした仏事を
中心に行う寺仏教院と言える。檀家自身も寺院に
対して他の特別な機能を期待している者は多くな
く、双方のニーズが合致しているかに見える。
しかし、これは永年そのような状態が続いたこ
とによる、いわゆる「慣れ」であろう。檀家の中に
は、自由記述の中にもあるように、本堂を開放
し、「行事」や「勉強会」を望む者いる。また、自由
な参拝や相談をする機会を望む者もいる。こう
いった取り組みがなければ、檀家は遠のく一方で
あり、お墓に参るだけであれば、境内墓地は単に
霊園と同じ機能しか持たない。檀家と密接なつな
がりを持ってこそ檀家制度が機能するのであり、
境内、本堂の利用価値が高まる。
幸い、A寺は住職、名誉住職共に兼職はせず、
寺務に専念できる状況にある。檀家との付き合い
を深めるため、地域の人々と触れ合うために、本
堂の開放から始めてみてはどうだろうか。檀家や
寺院のためでなく、地域の人々のためにもなるこ
とである。毎日、いつでも檀家や地域の人が「来
る」ことができる状態にすることで、本堂、境内
が憩いの場となり、人が集える場になる。人が集
まれば、いろいろな話題が出て、檀家や地域の方
が望む行事や勉強会が始まるであろう。
仏教寺院は地域の核となり、努力次第でその可
能性は大きく広がるであろう。広い空間、癒しの
空間として自由に空間提供、イベント会場として
56
Journal  of  Policy  Studies   No.49  (March  2015)
場所貸しすることも可能である。
A寺では境内で夏祭りを行っているが、それ以
外にも、茶席の設置、日曜野菜市、子どもの遊び
場などに開放すべきである。都市部の檀家も、そ
の雰囲気に惹かれ、その子どもたちも都市部には
少ない広い場所を遊び場として走り回るであろ
う。地元檀家や近隣地域の方のみならず、都市部
の檀家にも評価され、喜ばれるオープンスペース
のある仏教寺院を目指すべきである。仏教寺院の
本来の目的を考えると、自然な取り組みであろ
う。
自分たちが使える空間、催しを提供してくれる
仏教寺院に対しては、檀家もこれまでとは違った
態度で付き合いをするであろう。寄付をする場合
であっても、お寺のため＝人のためといった考え
方に変化するであろう。寄付金などが、なかなか
集まりにくい今の時代において、それを可能にす
るのは、檀家の捉え方の変化に依るところが大き
い。檀家が檀家、檀家が菩提寺、菩提寺が檀家の
ために寄付などの金銭、時間や場所、機会などを
相互に提供し合う。これが持続する限り、檀家制
度は寺院、檀家ひいては地域コミュニティにおい
て循環的に好環を与えるシステムとして機能しう
る。檀家制度機能は本来このような形であるべき
である。
ここからは、アンケート調査において、篠山市
外の檀家に対して行ったアンケート項目の回答結
果より浮かび上がった、A寺の市外檀家が抱える
課題について、檀家制度機能の有効利用のひとつ
として、その可能性を示したい。
アンケート調査において、市外檀家が所有する
不動産について質問したが、その結果は先述の通
りであり、現況及び今後の見通しは芳しくない。
地元外檀家の所有で、管理がずさんになった不動
産に関して、お寺は市や自治会が管理できない
「不在地主」と寺檀関係（檀家制度）によりつながっ
ている特殊な存在であるため、接点を持つことが
できる。仏教寺院は外部に流出した檀家と地元住
民（地元地域）を結ぶコーディネーター的存在とな
り、空き地、空き家の管理などについて、檀家と
地元住民との仲立ちをし、檀家と地域相互の関係
を取り持ち、地域環境を好くするための手助けを
することが出来る。空き地や空き家が荒廃してい
たことにより、永年、篠山に帰省しなかったかも
しれない檀家が久々に帰省するきっかけになるか
もしれず、さらに発展した関係を築く機会になる
かもしれない。
仏事のみならず、生活レベルでのつながりを持
つことにより、仏教寺院と檀家、地域と仏教寺
院、地域と流出檀家の関係もがよくなることも可
能性として十分に考えられ、好循環が生まれるの
ではないか。寺檀関係をよりよく築くためには、
仏事での付き合いばかりでなく、生活レベルの事
象において檀家制度をうまく利用し、機能させる
ことが重要である。今後、仏教寺院の檀家制度機
能はますます利用価値が高まり、特に不在地主
のコーディネート役として仏教寺院は貢献してい
くことが多くなるのではないか。ここでは不動産
事例における、不在地主と地域住民とのコーディ
ネート役として仏教寺院の檀家制度機能の利用を
考えたが、都市部と篠山をつなぐことの価値、可
能性を見出す余地は多く残されている。
結論として、A寺は檀家制度機能により、仏教
寺院の基本的な役割である「檀家や地域のための
空間提供主体」となるべきである。その実践が寺
院と檀家の間で循環するようになると、それ自体
が檀家機能となり、その礎を築くものとなるであ
ろう。また、個別的な役割として、空き地の不在
地主である都市部檀家と地域（住民）を結ぶなど、
「コーディネーター役」を担うべきであり、それが
地域の好環境を生み、活性化の基となる。A寺調
査結果等より鑑み、可能な実践であると考えた。
以上の結論が本研究の提言である。
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6．おわりに
今回、仏教寺院機能の中でも焦点を当てたの
は、檀家制度である。江戸時代に寺請制度として
始まったこの制度は、さまざまな批判を受けた。
個人の信心とは無関係に居住地域を基に言わば民
衆を囲んで仏教寺院が幕府の命を受け、地域を管
理してきたものである。
いつしか、そのような色合いは消失し、寺檀関
係のみが残り、仏事での繋がりだけが残った。近
代化の流れで寺檀関係に薄れが見えはじめた。か
つては、子どもが産まれたらお寺に参ることも当
たり前で、七五三、結婚式、就職挨拶など、人生
の節目においてお寺に報告に行くことが多かっ
た。当然ながら、人生の相談を受けることも多
かった。まさに、一生の付き合いをしていたので
あり、それにより寺檀関係は強固に保たれ、護持
運営が今と比べスムーズにできたのも、「自分た
ちのお寺」を護るという意識が強かったからであ
ろう。
現在は葬式仏教と揶揄される時代であり、現状
においてはそれが否定できないところも多々あ
る。仏事しか行わない仏教寺院と仏事しか頼まな
い檀家の関係は希薄になる一方である。仏教寺
院、檀家の相互が協力し、助け合っていくのが檀
家制度であり、仏教寺院は檀家より支えてもらっ
ているという事実を決して忘れず、檀家、地域の
ため、ひいては仏教寺院のためになる取り組みを
常に考え続けていかなければならない。
檀家制度は、仏教寺院の活動において根幹を支
えるものであり、檀家をはじめとして、近隣地域
コミュニティ等、多くの人のためになる制度であ
り、その機能は利用の仕方次第で、多様で有用な
機能を果たす可能性があることが分かった。
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